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向は厚生労働省が2000年 に 「知的障害者の老化対応検討会」を開催 し、対応策を検討 していたこ
とから明らかである。入所更生施設に限ってみても利用者のうち、60歳 以上の者の比率は1985年
には2.3%だ ったのが、1999年 には8.8%に なり、確実に高齢化が進行 しているのである。1999年
に集計 されたものによると、知的障害者を援護する施設の在所者中、50歳以上の人が26,000人 を






















しか し、老化 していく過程における心理的な変化や受容内容について深 く触れられているもの
は少ない。その中で、杉山(1984)は 向老期と言 う表現を使い、定年退職のように社会的な活動














究と早期老化が注目されるダウン症候群(長 谷川 ・池田1998,2000)が 大半を占あ、ダウン症
候群以外の知的障害者の老化に関する予期不安を含む心理的変化や心理的な支援の視点に立っ研
究は少ない。
その中で、鈴村(2001)は 老化 していく知的障害者の心理 ・行動障害の程度、内容について調
査報告 している。知的障害者の老化が早いと捉えられていることから、40歳 以上を対象者に選び、
日常的に関わっている指導員へのアンケー トを用いて通常の場合 と比較 し、知的障害者の方が他
者との関係において トラブルが多く、行動障害が生 じやすいとしている。鈴村の研究は指導員が
とらえた表面的な言語、行動を基準 としており、対象者の心理的な変化には言及することができ

























て、個人 イ ンタビ3の 方
法 をと り、 リラックスで き
るよ う日常 に関す る話題 で
表1対 象者の年齢別構成数および受診 ・内服状況(単 位;人)
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*と**の 項 目にっ いて は述 べ数 で ある。
*:内 科 系、外 科 系、眼科 系 、歯 科 系、耳鼻 科 系、皮 膚 科 系 、 泌 尿 器 科 系 関
連 の疾病 。





的、精神的疾病の有無を判断する受診 ・服薬状況を表1に 示 した。
皿1結 果 と考察
回答 したのは対象者80人 のうち、24人(女 性22人、男性2人)で あり、残 りの56人 は回答を得





グループ」、不安をみせなが らも積極的に受容 していると思われる回答内容の対象者を 「積極的
な受容グループ」、その時点についても不安を語 らなかった対象者を 「安定グループ」 と分類 し、
それぞれにっいて分析、考察する。
また、回答が得 られなか った対象者にっいても分析、考察を行 う。
表2過 去、現 在、未 来 の 自分 に対 す る イメー ジ
精神 的 対 象者 質 問1;若 い ときの 質問2;そ れ はなぜですか?質 問3;年 を と るとい うの はど うい
な疾 病(年 齢)あ な た、今 のあなた、 う ことです か?
多隻羨 蹴雛朧
た は内 たが好 きです か?
服
OA(44)若 い ときが一番好 き。 もう年 きち ゃった し、 も う
45や し。
B(48)若 い ときが いい。 山登 りも して たか ら。
C(53)若 い方 。 年 取 りた くな いか ら。 お婆 ち ゃん にな る こと。(お 婆 ち ゃ
ん にな る とは ど うい うこと?)Kさ
ん みた いに 白髪 にな って、年 に な っ
た ら仕事 に い けな くな るか ら。
D(48)若 いでい た い。 年 とるの嫌 い。 もっと運 動
が した い。 それ で勉強 した
いな。
E(46)若 か った と き。 なん とな く。
予F(50)若 い と き。 よか った。 か なわん 。年 と った らよ く動 かへ ん
期 か ら。Tさ ん にな るみ た い に な る か
不 ら。 かな わん。
安
をOG(61)若 いと き。 昔 は可 愛か った。 中学 校 の同窓 会 でみ んな お じさん 、
辱 おばさん・な・て・た・昔はみんな
た かわ い か ったの に。お母 さん の頭 が
グ 白 くな るの、 いや やな。手 がふ る え
ル るか らいや。i
プH(53)若 い ときが好 きやね。 なんで も あか ん。 なん で も。わ か らん。
1(52)若 いと きが いい。今 今 や った ら何 で もで きるか ち ょっと疲 れ るよ うね。
で もいい。 ら。
J(47)今 年 と りた くな いね。 お婆 ち ゃん にな る し、 だん だん死 ん
で い く し、いや や。 一
〇K(54)今 が いい。?怖 い、死 ぬか ら。
L(52)今 わか らな い。 若 くな い とき は元 気 ない。 -
M(47)今 が いい。(首 を傾 げ る)嫌 い。
N(44)今 が いい。 今 は大人 で一.・番いい と思 う。
0(50)今 好 きな ことで き るか ら。
P(61)今 色 ん な ことで き る し。 もうで きな くな る。体、動 か な くな
る。
:.
Q(49)今 赤 ち ゃん の とき はお母 さん
とよ く喧嘩 して 玄 関出 て迷
子に な った。
R(63)元 気 でや りた い。元 い や。早 よ う亡 くなるの が いやで 、
気 な ときが 一番 いい。 長生 き した。
S(64)今 訳 もわか って い る し、子 ど これ より(体 が)も っと ひ ど くな る
もの時 は訳 もわか らん と言 っ か らと言 われ て い るか ら。
ていて 、怒 られ と った し。
今 はい ろ いろわか って きた。
OT(66)若 い頃 や りたい こ と、す きな こ と 今、 そ うい うこ と考 えて な い。 これ
積 で きたか ら。 今 で も自由 に か らもい っぱ い で きる。 これ か ら も
で きるけ ど。 お炊 事好 きだ か ら。楽 しいか り。極
的
なU(72)今 が いい。 自分 で 自分 の こ とはで き る もっ と、今 は70に もな る けど、 私 が
受 し、今は人が物や服や ら買 っ も っと年 い くとみんな に迷惑 か けな
琵 ぢ享葦響 議 驚 膿 喜訟1蛮ξ濃 儒ε微
1よ そ に遊 びに行 く時 、他 の 年 い って も若 い人 と買 い物 とか い く
プ 人 は若 い し、若 い人 と行 く と楽 しみがあ るか ら。
のが楽 しみ。
V(60)が ん ば ると きの私が 大 人 に な って い くこと。
安 好 き。
夢W(55)ど 。ち も好 き。
ノヒX(53)全 鰯 き
・53だ か ら・今 度臨 ねず み 年(死 ぬ
プ こと はど うい うこ と?)あ ま り知 ら
な い。
2.予 期不安をみせたグループについて
質問1,2に 答えた24人 のうち、Aか らSま での19人 の対象者がこのグループに分類 され、回
答が得 られた対象者の半数以上がなん らかの予期不安を語っていた。このうち、8人 が若い頃の
自分が好きと答え、残りの8人 が現在の自分が好きだと答え、2人 は元気なときが良 いと回答 し
ている。
若 い頃や現在を選んだ理由として 「何でもできる」 ことをあげたのが5人 で、若い頃に対 して
有能感を強 くもっていることが伺えた。 また、「年とりたくない」と理由は語 られなか ったが、
漠然 とした将来に対する不安をもっていると思われる回答を したのが3人 であった。
さらに、若い頃や現在の自分を選んだ対象者 らは質問3に 対 して、6人 が 「疲れる」 「元気が
なくなる」「で きなくなる」 と回答 し、一人が 「昔は可愛か ったのに…」と答えており、現在 よ
りさらに加齢 していくことを否定的なイメージでとらえていた。
イメージを語 ることができた対象者に比 して、「あかん、なんで も」と回答 した対象者は老化













このグループの2人 は年齢的にも70歳を前後にし、まさに老化 していく過程にいる。2人 の特
徴的だったのは、若い頃が有能感 もあり、今よりも身体的な自由度が高かったと認めっつ、現在
の自分を受け止めていかなくてはならないと自分自身の老化を対象化 していることであった。
それぞれにっいて見ていくと、Tは 精神的な疾患により、精神科受診 と内服を続けており、 な
んらかの心理的な不安をもっていると考えられるが、「そういうこと考えていない。 これか らも




もう一人、Uは 年齢的に70歳 をすぎた高齢にも関わ らず、現在の自分にっいてポジティブな捉
え方をしており、体力的に衰えたことを対象化 している。 そして、体力的に衰えている自分がこ
れから日々の生活を楽 しんで生 きていくためには、どのようにすればよいかを考えている様子が




二人の回答に共通 しているものは、それぞれ仕事や生活のような集団において、多 くの人か ら
励まされ、支えられてきたことが励 ましや良 い刺激となり、老化 していく自分を積極的に受け止
めていくことにっながっているのであろうQ
4.安 定グループ について
このグループはわずか3人 であるが、質問1に 対 して全員が年をとることを含めて、どのとき













対象者のうち56人が質問に対 して回答 しなか った。 これ らの対象者は質問の意図が理解されな
かったり、表現する言語手段を持っていなかったりした人が多く、質問を理解 したと思われる人
の中には 「いや」 と答えることに対 して拒否反応を示す人が多かった。














対象者 らが暮らす入所施設は仕事上の決まった定年 もな く、本人の状態に合わせた対応がなさ
れる。杉山(1984)が 予期不安に影響を与える要素としてあげていた定年間近の不安 はない。 ま
た、老後の公的保障や持ち家など、経済的な不安 はないと言えるので、本論の対象者 らが語った
不安の背景には身近な人の変化がもっとも大 きな影を落 としていると考えることができる。




である。何ができて何ができな くなるのではな く、現在の仕事を中心 とする生活が同 じように営
めなくなるという不安であり、明 らかに身体的な機能が低下 し、仕事にもいけな くなっている仲
間をみなが ら、 自分 自身に当てはめて考えている現われであろう。





予期不安を示 した対象者に比べて、どの自分も好きと回答 した3人 の対象者は、現在の自分自
身に対する有能感による充実感が大きく、可能性のある未来として展望を もっていると考え られ
る。3人 は50歳以上になった年齢を考えると、老化に対 して否定的なイメージを示 した他の19人






安定 した回答をした3人 に比べて、回答を得 られなかった対象者はどうか。彼 らは表現できな










安を軽減 させてい く心理的な受容を助 ける対応、援助のための生活実践が求められるのである。
過去、現在、未来 を通 して、それぞれの変化を対象化 し向き合 うために、集団において表面化さ
れ向き合 い、連帯感に基づき励 まし合 うことを準備ステップにおいて、順次行 っていくことが必
一90一
要なのである。































イ メー ジを明 らかに し、指導援助 の方法 につ いて検討 が必要 であろ う。
また、老化 への準備 ステ ップにお ける適切 な指導 ・援助 にっ いて考 えてい く際、老化 に対 す る
予期不安 の有無 だけでな く、老化 を感 じてい くプロセスにつ いて、 さ らに検討 を加 えてい く必 要
があるだろ う。
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